
「三沢市親子学び休暇」制度試行要項 

 

三沢市教育委員会 

 

１ 「親子学び休暇」とは 

保護者の平日の休暇等を利用して、児童生徒と保護者等が学校外（地域や家庭）で体験

的・探究的な活動を行うことにより、豊かな学びを得る機会を確保することを目的とし

た休暇であり、学校に対して事前に届け出ることにより、当日の欠席を「欠席扱いとしな

い」休暇である。（以下「制度」という。） 

 

２ 試行の目的 

制度を試行し、保護者・児童生徒・教職員に協力を得て、アンケート調査を実施し、評

価を行った上で、令和９年度の本格実施を検討することを目的とする。 

 

３ 制度設定の趣旨 

（１）児童生徒が保護者と一緒に、親子学び休暇の計画を立てることで、保護者との対話 

を促進し、家庭教育力の向上を図るため。 

（２）児童生徒が保護者とふれあいながら様々な体験をし、豊かな学びを得る機会を創出 

するため。 

（３）保護者の休暇に合わせた家族の時間を確保することで、家族での過ごし方について 

見つめ直す機会とするため。 

 

４ 実施主体  

三沢市立小・中学校 

 

５ 対 象  

三沢市立小・中学校に在籍する児童生徒 

 

６ 試行期間  

令和８年４月８日（水）から令和８年１２月１１日（金） 

 

７ 「親子学び休暇」取得可能日数 

（１）試行期間中３日以内とする。 

（２）土・日・祝日を含めて連続で取得してもよい。 

（３）翌年度に繰り越すことはできない。 

 

８ 申請方法  

（１）保護者が、学校（担任）に電話や連絡帳等で申し出、学校（担任）から『三沢市親子

学び休暇申請書（様式第１号）』（以下「申請書」という）を受け取る。 



（２）申請書に必要事項を記入し、原則休暇取得１０日前までに学校（担任）に提出する。 

（３）保護者は、制度利用日（登校しない日）に、休暇制度利用のため登校しないことを 

「テトル」等で知らせる。 

   ※テトルの場合、入力上は区分を「欠席」、理由を「その他」とし、備考に「親子学 

    び休暇のため」と入力する。 

 

９ 制度を利用できない日 

（１）入学式、始業式、終業式、卒業式、修了式・離任式の実施日 

（２）運動会、文化祭、学習発表会の実施日 

（３）遠足、校外学習、宿泊学習、修学旅行の実施日 

（４）全国学力学習状況調査日、定期テスト実施日 

（５）各種検診、身体検査の実施日 

（６）長期休業（春休み・ゴールデンウィーク・夏休み・冬休み等）明け最初の登校日 

 

１０ 児童生徒の出欠の取扱い  

（１）制度利用日は、「出席停止・忌引等の日数」とし、欠席日数には含めない。 

（２）通知表等の備考欄には「親子学び休暇」と記載される。 

 

１１ 留意事項 

（１）「親子学び休暇」は、保護者の平日の休暇を利用して、児童生徒と一緒に計画を立て、 

活動するための制度であることから、保護者が申請すること。 

（２）「親子学び休暇」を取得したことで受けられなかった授業内容については、家庭で補 

うこと。 

（３）活動場所は自宅でもよい。 

（４）親子学び休暇中の活動は、学校の管理下外での活動になるため、日本スポーツ振興 

センター災害共済給付の対象外となる。 

（５）申請した後に、「親子学び休暇」を取り消す場合は、電話にて学校に連絡すること。 

（６）制度利用申請が行われた場合、当日は給食が提供されないことから、申請を取り消 

した場合は、弁当を持参すること。 

    

１２ アンケートの実施 

「三沢市親子学び休暇」制度について評価するために、令和８年１２月中にアンケー 

ト調査を実施する。 

 

この制度に関するお問い合わせは、全て三沢市教育委員会（☎53-5111 内 227 学務課）

までお願いします。 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

三沢市教育委員会事務局学務課 

上村 ・ 横田 

電話 ０１７６－５３－５１１１ 

内線 ２２７・３６７ 



「三沢市親子学び休暇」制度試行における Q&A 

 

Q１ 取得日数は３日までとなっています。連続で取得してもよいのでしょうか。 

Ａ１ 問題ありません。土曜日、日曜日、祝日を合わせて、取得することもできます。 

ただし、取得しなかった日を翌年度に繰り越すことはできません。 

なお、この制度を利用できない日もありますので、要項を確認してください。 

 

Q２ 「三沢市親子学び休暇」を利用して旅行してもよいのですか。 

A２ 親子での学びやふれあいが目的であれば、旅行してもかまいません。 

 

Q３ 「三沢市親子学び休暇」の計画は誰が立てることになるのですか。 

A３ 保護者とこどもが一緒に対話を深めながら計画を立ててください。 

 

Q４ 「三沢市親子学び休暇」を取得したことで受けられなかった授業はどうなるのですか。 

A４ 受けられなかった授業の内容は、家庭で補うことになります。 

 

Q５ 午前中に登校し、午後から「三沢市親子学び休暇」を取得することもできるのですか。 

A５ 取得することはできません。このような場合は、「親子学び休暇」の日数に含めず、 

通常の「早退」となります。同様に、「親子学び休暇」を終え、午後から登校した場 

合は、「遅刻」となります。 

 

Q６ 「三沢市親子学び休暇」取得期間中に、ケガをした場合、日本スポーツ振興センタ

ー災害共済給付（以下、「スポーツ振興センター」という。）の対象になりますか。 

A６ 対象にはなりません。「三沢市親子学び休暇」制度を利用しての活動は、学校の『管 

   理下での活動ではない』ことから、スポーツ振興センターの対象にはなりません。 

 

Q７ 青森県ＰＴＡ安全互助会の対象にはなるでしょうか。 

A７ 対象になります。「三沢市親子学び休暇」制度を利用しての活動は、学校の管理下で 

の活動ではないことから、児童生徒の学校管理下外における事故に対する補償を行っ

ている青森県ＰＴＡ安全互助会は対象となります。 

 

Q８ 制度利用後は「報告書」のようなものを提出する必要はありますか。 

A８ 報告書やレポートなどでの「報告」の必要はありません。 

 



様式第１号 

         「三沢市親子学び休暇」申請書（記入例 太字部分） 

              ※この申請書は、学級担任に申し出ることでもらうことができます。 

三沢市立○○小（中）学校 校長 様 

 ６ 年 Ａ 組            

 

児童生徒氏名   三沢 ほき太郎      

 

保護者氏名   三沢 穂喜之助 （自署） 

 

   下記のとおり、「三沢市親子学び休暇」を取得したいので、申請します。 

 

記 

 

 １ 取得日  令和 ８年 ８月 ８日（月）から令和 ８年 ８月 ８日（月） １ 日間 

 ２ 活動場所 （  三沢市内 寺山修司記念館・航空科学館・仏沼   ） 

３ 活動内容（チェック☑してください 複数でも構いません）  

 ✅自然体験  ✅文化・歴史体験  □ものづくり体験  □いきもの観察  □芸術鑑賞 

□スポーツ体験   □職場体験  □異文化体験    □農業体験    □防災学習 

□自宅学習   □その他（概要を記載）（                     ） 

 《留意事項》 

 ・この制度は、計画から活動まで、保護者とこどもが一緒に行うものです。 

・原則１０日前までに申請書を学校に提出してください。（申請後取り下げる場合は、学校に電話で知らせてください） 

・兄弟姉妹で取得する場合、各学級担任に提出し申請してください。（例 ３人兄弟の場合、申請書は３枚記入） 

・学校行事等、取得できない日がありますのでご確認ください。（※実施要項をご覧ください） 

・登校しないことを確実に把握するため、申請書を提出するほか、必ずテトルでも連絡してください。 

・取得したことで受けられなかった授業内容は、家庭で補ってください。 

・親子学び休暇中の活動は、学校の管理下外での活動になるため、日本スポーツ振興センター災害共済給 

付の対象外となり、青森県ＰＴＡ安全互助会の対象となります。 

学校返信用（以下は学校が記入します） 

～～～～～～～～～～～～～～～  キ リ ト リ ～～～～～～～～～～～～～～～～ 

保護者氏名（             ）様 

「三沢市親子学び休暇」の取得を承認します。 

《取得日》 令和  年  月  日（  ）から令和  年  月  日（  ） 

 ※登校しないことを確実に把握するため、取得日をテトルでも連絡してください。 

  テトル画面表示の都合上「欠席」として連絡していただきますが、欠席扱いにはなりません。 

《承認日》 令和  年  月  日  

三沢市立○○小（中）校長 〇 〇 〇 〇 


